






























































































































































































































































1．自作自演自評価 自分 自分 自分 自分が作った物を、自分で演じて、自分で評価するタイプ 
2．自作自演他評価 自分 自分 他者 自分が作った物を、自分で演じて、他者に評価してもらうタイプ 
3．自作他演自評価 自分 他者 自分 自分が作った物を、他者に演じてもらい、自分が評価するタイプ 
4．自作他演他評価 自分 他者 他者 
自分が作った物を、他者に演じてもらい、他者に評価してもらうタ
イプ 
5．他作自演自評価 他者 自分 自分 他者が作った物を、自分が演じて、自分で評価するタイプ 
6．他作自演他評価 他者 自分 他者 他者が作った物を、自分が演じて、他者に評価してもらうタイプ 
7．他作他演自評価 他者 他者 自分 他者が作った物を、他者に演じてもらい、自分が評価するタイプ 






















1．自作自演自評価 ○ △ ○ △ ○ △ 
2．自作自演他評価 ○ △ ○ △ － － 
3．自作他演自評価 ○ ◎ － － ○ ◎ 
4．自作他演他評価 ◎ ○ － － － － 
5．他作自演自評価 － － ◎ ○ ○ △ 
6．他作自演他評価 － － ◎ ○ － － 
7．他作他演自評価 － － － － ◎ ○ 


























1．自作自演自評価 適 工夫が必要 適 工夫が必要 工夫が必要 適 
2．自作自演他評価 やや適 工夫が必要 適さない 工夫が必要 工夫が必要 工夫が必要 
3．自作他演自評価 工夫が必要 やや適 工夫が必要 工夫が必要 適 やや適 
4．自作他演他評価 工夫が必要 適 適さない 工夫が必要 やや適 やや適 
5．他作自演自評価 工夫が必要 やや適 適 工夫が必要 やや適 やや適 
6．他作自演他評価 工夫が必要 適 工夫が必要 工夫が必要 やや適 工夫が必要 
7．他作他演自評価 適さない 適 適 適 工夫が必要 やや適 




























































3 .1 のプレゼンでの役割論の導入で記述した制作者（Director 役：D役）、発表者（Presenter
役：P役）のことである。
【役割意識】のメリット
3 .1 で前述した通りプレゼンには、5つの役割（Writer 役：W役、Director 役：D役、
















役（W役）、Director 役（D役）、Presenter 役（P役）、Evaluator 役（E役）を体験し、相



























































































































































第 1画面と第 8画面は修正が自由である。第 2画面～第 7画面では、各画面において
1 ヶ所程度の内容の修正を可とする。
3.4　感情パターンを導入したシナリオ作成による教育手法 8 ）
学生らを 5名程度のグループに分けて、指定した 4つのテーマから 1つを選ばせ、あらか
じめ内容が定められている第 1画面（タイトルを含むプロローグ）と第 8画面（エンディン







































の組み合わせによるパターン 1 ～パターン 5）（図 3参照）のどれか 1つを採用するも
のとする。
 
第 1 画面 
タイトル 
（含むプロロー グ） 







エピソード① エピソード② エピソード③ 
解説文1 解説文2 解説文3 解説文4 解説文5 解説文6 解説文7 解説文8 
図 2　絵コンテ 8 画面の構成
 
①  ③  ①  ③  ①  ③  ①  ③  ①  ③  
 ②    ②    ②    ②    ②   
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入れて 6枚とし、1人 1 分間で発表させる。


































































































































同年 9月の正木・横山合同ゼミナールでは、参加した学生たちに、やる気を 6 状態に拡張したもの（「やる気状
態」、「やらん気状態」、「やらされ気状態」、「やらされん気状態」、「やれる気状態」、「やれん気状態」）を使って、
「六匹の仔豚」のシナリオ・ライティングにチャレンジさせた。かなりオリジナルなシナリオも出てきて、学生らの柔
軟な思考に触れることができた。学生たちが幅広くプレゼンに関心を持ち、やる気でイベントなどに参加し、総合
的に学ぶことも意義がある。
－  　　－413
大学におけるプレゼンテーション教育手法の総合的検討（正木・横山・佐藤・中谷）
